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一般会計129億7472万円（歳入）

一般会計124億1535万円（歳出）

町税
9億1860町債

15億2430

使用料及び手数料
1億4614

繰入金
13億8143

自主財源
39億6482

繰越金
3億9423

その他の収入
11億2442

地方譲与税
2億8424

各種交付金
3億3158地方交付税

52億7104

依存財源
90億990

国庫支出金
9億834

県支出金
6億9039

基金などから繰入

住民税・
固定資産税など借入金

県からの
補助金など

国の
補助金など

国からの
交付金

繰出金
7億323

貸付金
360

積立金
7億2498

補助費等
27億4210

物件費
23億4847

維持補修費
1億449

災害復旧事業費
1億9414

普通建設
事業費
22億2096

公債費
12億2554

人件費
14億1588

義務的経費
33億7338

投資的経費
24億1511

その他
66億2686

扶助費
7億3196

児童手当・
福祉関係手当など

特別会計へ

各種団体への
補助金

職員の給与・
手当など

施設維持
管理経費など

借金返済金

歳入
129億7472万円

歳出
124億1535万円

のの全会計承認全会計承認

　
9
月
定
例
会
は
、
9
月
3
日
か
ら
22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
度
の
全
会
計
を
決
算
認
定
し
、
令
和
7
年
度
の
補
正
予
算
を
含
め
22
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
7
人
が
町
長
、
教
育
長
に
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質
（
た
だ
）
し
ま
し
た
。

９月
定例会

歳出

歳入

　

前
年
度
比
で
2
億
７
２
３
８
万
円
の
増
、
率
に
し
て

2
・
2
％
の
増
で
あ
る
。
主
な
要
因
は
、
マ
サ
ー
ン
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
（
油
木
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
改
修
事
業
、
油
木

支
所
庁
舎
改
修
事
業
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
前
年
度
比
で
1
億
７
５
２
万
円
の
増
加
し
、
率
に
し
て

0
・
8
％
の
増
と
な
る
。
主
な
要
因
は
、
油
木
ス
ポ
ー
ツ

広
場
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
の
合
併
特
例
債
の
増
額
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

（単位万円）（四捨五入）
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一般会計129億7472万円（歳入）

一般会計124億1535万円（歳出）

町税
9億1860町債

15億2430

使用料及び手数料
1億4614

繰入金
13億8143

自主財源
39億6482

繰越金
3億9423

その他の収入
11億2442

地方譲与税
2億8424

各種交付金
3億3158地方交付税

52億7104

依存財源
90億990

国庫支出金
9億834

県支出金
6億9039

基金などから繰入

住民税・
固定資産税など借入金

県からの
補助金など

国の
補助金など

国からの
交付金

繰出金
7億323

貸付金
360

積立金
7億2498

補助費等
27億4210

物件費
23億4847

維持補修費
1億449

災害復旧事業費
1億9414

普通建設
事業費
22億2096

公債費
12億2554

人件費
14億1588

義務的経費
33億7338

投資的経費
24億1511

その他
66億2686

扶助費
7億3196

児童手当・
福祉関係手当など

特別会計へ

各種団体への
補助金

職員の給与・
手当など

施設維持
管理経費など

借金返済金

歳入
129億7472万円

歳出
124億1535万円

令和6年度　各会計歳入歳出総括表
単位：万円（四捨五入）

決算指数の推移

※経常収支比率とは
財政構造の弾力性を表すもの。
高すぎると新しい政策が出来なくなる。
70～80％が理想とされている。

※実質公債費比率とは
町の収入に対する負債返済の割合を示す。
（18％以上だと借入に国・県の許可が必要）

会計名 歳入決算額 歳出決算額 繰越財源 差引残高

一 般 会 計 129億7472 124億1535 4055 5億1882

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 10億6321 10億1922 4399

後期高齢者医療 3億9935 3億9836 99

介 護 保 険 19億2650 18億8751 3899

飲料水供給施設事業 4315 3699 616

分 収 育 林 事 業 7 7 0

企
業
会
計

病 院 事 業 会 計　　 4億6069 4億7113 △1044

農業集落排水事業 3億1415 3億1420 △5

合　　　　　計 171億8184 165億4283 4055 5億9846

■地方債現在高 ■基金残高（億円）（四捨五入）
121 112

R4

122 111

R5

126
108

R3

124
106

R2

125
108

R6

6.0% 6.2%5.6%5.7%

実質公債費比率 経常収支比率
R4 R5

6.5%

R6R3R2

78.3%
81.2% 81.2%

77.4%
73.4%

　経常収支比率は81.2%、実質公債費比率は6.5%で昨年より0.3ポイント増と

なった。実質収支は黒字決算で５億1882万円を翌年度に繰り越し、事業に充

てるとともに、２億6000万円を財政調整基金に積み立てた。

　基金総額は約108億384万円で前年度と比較すると約２億9962万円、率に

して2.7%の減となった。基金運用収益は約3736万円であった。

　以上のことから、令和６年度の財政運営は健全かつ適正である。

　しかし、自主財源は30.6%、依存財源69.4%となっており、引き続き危機感

をもって行財政運営に努めていくことを望む。

令和６年度決算令和６年度決算

令和6年度�令和6年度�決算決算
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決算審査意見書

令
和
６
年
度
　
決
算
審
査
意
見
書�

（
抜
粋
）

　
令
和
６
年
度
神
石
高
原
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
同
事
項
別
明
細
書
、
実
質

収
支
に
関
す
る
調
書
及
び
財
産
に
関
す
る
調
書
は
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
決
算
数
値
は
い
ず
れ
も
関
係
諸
帳
簿
等
と
符
合
し
正
確
で
あ
る
。
予
算
の

執
行
は
、
適
正
で
あ
る
。

　
基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
計
数
は
正
確
で
あ
り
、
そ
の
運
用
状
況
は
、
神
石

高
原
町
の
各
基
金
条
例
に
基
づ
き
、
目
的
に
従
っ
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

�

代
表
監
査
委
員
　
木
野
山
　
孝
　
志

�
 

監
査
委
員
　
　
　
柏
　
床
　
由
　
夫

審査の意見
〇	 基金運用について
　　基金運用方針の見直しを検討し、専門的知見を活用。

〇	 長期総合計画策定について　
全職員が実行的推進を図るため、共通認識を深める取り組みを推進されたい。

〇	 本物体験事業について
通常できない体験を通じ、保護者参加型のプログラムの導入または拡充を積極的に
検討し、定住促進および少子化対策の一助としていただきたい。

〇	 国民健康保険特別会計について
広島県内の市町間で完全統一される重要な制度変更について、段階的な情報提供と
積極的な周知を図ることを求める。

〇	 町税賦課徴収事務について
　　滞納額が増加傾向にあり、抜本的な収納対策を講じることを求める。

〇	 小学校一般管理経費事業（教師用デジタル教科書）について
町の財政状況に配慮した導入・運用を図ることを求める。

町長への監査意見書の提出
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決算質疑
　
機
能
別
団
員
制
度
の
拡
充

な
ど
、
将
来
に
向
け
た
消
防

団
組
織
の
見
直
し
は
考
え
て

い
る
か
。

　
持
続
可
能
な
消
防
団
運
営

を
目
指
し
、
団
員
の
推
移
な

ど
考
慮
し
た
見
直
し
に
つ
い

て
、
消
防
団
と
議
論
・
検
討

す
る
段
階
で
あ
る
。

　
旧
井
関
小
学
校
の
土
砂
災

害
対
策
は
。

　
測
量
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど

の
調
査
を
行
っ
た
。
待
ち
受

け
擁
壁
工
は
２
４
０
０
万
円

か
か
る
。
温
泉
施
設
側
の
検

討
を
待
っ
て
い
る
状
況
。

　
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
活
用
状
況
と
今
後
の
方
針

は
。

　
全
授
業
の
７
割
で
活
用
。

令
和
７
年
度
に
中
学
校
で
も

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
す

る
。

　
紙
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
併
用

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ

ト
を
踏
ま
え
た
活
用
に
つ
い

て
協
議
し
、
深
い
学
び
の
視

点
か
ら
授
業
改
善
に
つ
な
げ

た
い
。

　
申
請
し
て
不
採
択
に
な
っ

た
事
業
者
の
追
跡
調
査
は
。

　
不
採
択
者
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
把
握
は
し
て
い
な

い
。

　
農
業
関
係
は
支
援
制
度
が

あ
る
が
、
そ
の
他
は
な
い
の

で
商
工
会
と
協
議
す
る
。

　
奨
学
金
返
済
支
援
事
業
は
、

企
業
・
事
業
所
の
「
代
理
返

還
制
度
」
や
広
島
県
の
制
度

と
の
連
携
が
必
要
で
は
。

　
広
島
県
で
は
奨
学
金
返
還

に
取
り
組
む
企
業
・
事
業
所

へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
い
る
。

県
の
制
度
と
の
連
携
や
広
報

を
検
討
し
た
い
。

　

テ
レ
ビ
広
告
な
ど
に
約

５
５
０
万
円
支
出
し
て
い
る
。

財
政
状
況
か
ら
必
要
か
。

　
成
果
が
見
え
に
く
い
事
業

で
あ
る
。
今
後
は
削
減
・
縮

小
を
検
討
す
る
。

林　
議
員

　
縮
充
の
社
会
に
お
け
る
協

働
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
。

　
今
後
の
行
財
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
や
支
所
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
、
協
議
・

検
討
を
始
め
た
。

　
相
談
支
援
や
フ
ー
ド
バ
ン

ク
事
業
の
現
状
と
課
題
、
将

来
展
望
は
。

　
相
談
支
援
は
社
会
福
祉
協

議
会
と
福
祉
課
に
窓
口
を
設

け
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
自

立
に
向
け
継
続
的
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
は
、

今
後
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
と

困
難
を
抱
え
る
世
帯
へ
の
支

援
を
含
め
、
町
民
の
皆
様
方

の
自
宅
で
利
用
し
な
い
食

品
の
提
供
を
呼
び
掛
け
る

「
フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
」
も

検
討
す
る
。

　
町
外
か
ら
通
学
し
て
い
る

油
木
高
校
生
に
医
療
費
の
負

担
を
し
て
い
る
が
、
必
要
な

い
の
で
は
。

　
１
０
０
万
円
程
度
支
出
し

た
。
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て

検
討
す
る
。

消
防
団
組
織
の
見
直
し

林　
議
員

総
務
課
長

普
通
財
産
管
理

久
保
田
議
員

総
務
課
長

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

活
用
は

寄
定
議
員

教
育
課
長

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド

運
営
事
業

久
保
田
議
員

政
策
企
画
課
長

副
町
長

奨
学
金
返
済
支
援

寄
定
議
員

政
策
企
画
課
長

町
紹
介
Ｐ
Ｒ
事
業

横
尾
議
員

政
策
企
画
課
長

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

未
来
創
造
課
長

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
は

寄
定
議
員

福
祉
課
長

町
外
通
学
者
対
象
の

医
療
費
負
担
は

横
尾
議
員

福
祉
課
長

令
和
６
年
度
　
決
算
質
疑

災害警戒区域の神石高原温泉
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一
　
般
　
質
　
問

補正予算

決算質疑

コミュニティ
施設等管理経費

682万円
古川コミュニティホーム・
古川老人集会所解体工事

工場等設置奨励事業

802万円
［奨励金］
固定資産税総額の70％

町道維持補修経費

5000万円
町道油木田頭線災害防除工事
（測量設計料含）

　
大
型
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
災

害
時
の
物
資
配
送
の
実
装
の

目
処
は
立
っ
て
い
る
か
。

　
孤
立
集
落
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
、
い
つ
で
も
実
装

可
能
な
状
態
で
あ
る
。

　

リ
・
ク
リ
エ
イ
ト
ベ
ー

ス
（
旧
油
木
百
彩
館
）
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発
費

５
３
２
万
円
の
内
訳
は
。

　
ま
た
カ
フ
ェ
が
10
月
末
で

撤
退
す
る
が
、
町
民
に
対
し

て
の
説
明
責
任
は
。

　
カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発

と
革
細
工
商
品
の
開
発
、
広

告
・
宣
伝
素
材
の
作
成
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
の
幹

事
会
で
説
明
し
た
い
。

　
県
道
三
和
油
木

線
安
田
工
区
の
全

線
開
通
の
工
程

は
。

　
令
和
10
年
度
工

事
着
手
を
め
ざ
し

て
い
る
。
未
改
良

区
間
は
約
1
・
5

㎞
あ
り
、
安
田
側

の
第
１
工
区
の

９
０
０
ｍ
の
完
成
に
向
け
県

と
協
議
し
進
め
る
。

　
政
策
医
療
の
経
営
上
の
赤

字
分
４
０
３
７
万
円
を
町
が

補
填
す
る
こ
と
な
の
か
。

　
救
急
医
療
、
へ
き
地
医
療

な
ど
の
不
採
算
医
療
を
担
っ

て
お
り
経
営
上
の
不
足
分
が

出
た
場
合
、
町
が
補
填
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

大
型
ド
ロ
ー
ン
の
実
装
は

林　
議
員

産
業
課
長

商
品
開
発
費
用
は

必
要
か

横
尾
議
員

町　
長

産
業
課
長

県
道
未
改
良
区
の
拡
幅
は

寄
定
議
員

建
設
課
長

病
院
事
業
会
計

久
保
田
議
員

健
康
衛
生
課
長

リ・クリエイトベースのハンバーガー

幅員が狭くなる、 県道三和油木線 安田工区（阿下・安田間）

9月補正予算
一般会計補正予算総額

2億1251万円
（四捨五入）

町内のバイオマス発電所

コミュニティホームコミュニティホーム

老人集会所老人集会所

地すべり対策工事
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本
年
度
実
施
さ
れ
た
、

全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
と
そ
の
対
応
策
は
。

　
　
教
育
長　
小
学
校
は
、

国
語
は
県
平
均
を
上

回
っ
た
。

　
中
学
校
は
、
国
語
、
理
科 

が
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
確

か
な
学
力
の
定
着
・
向
上
を

図
る
こ
と
は
概
ね
で
き
た
と

捉
え
て
い
る
。

　

学
習
し
た
こ
と
を
ペ
ア

ワ
ー
ク
な
ど
で
、
自
分
の
考

え
を
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
根

拠
を
明
確
に
し
て
、
伝
え
る

場
面
を
設
定
す
る
こ
と
、
話

し
合
う
活
動
を
意
図
的
に
取

り
入
れ
自
分
の
考
え
と
の
共

通
点
や
相
違
点
を
見
出
し
な

が
ら
考
え
を
深
め
て
い
く
こ

と
な
ど
が
こ
れ
か
ら
の
対
応

策
と
考
え
て
い
る
。

　
　

福
山
シ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｃ

ユ
ー
ス
の
ハ
ー
ド
面
で

の
受
け
入
れ
態
勢
は
整
っ
た
。

　
ユ
ー
ス
の
生
徒
と
し
て
、

油
木
高
校
に
入
学
さ
れ
た
生

徒
が
サ
ッ
カ
ー
を
行
う
の
は
、

部
活
動
と
し
て
で
は
な
く
、

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
練
習

さ
れ
る
。
学
校
生
活
以
外
で

の
生
活
指
導
な
ど
の
体
制
は

ど
う
な
る
か
。

　
　
政
策
企
画
課
長　
福
山

シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
が
、
ユ
ー

ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１

名
公
募
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

人
が
、
ユ
ー
ス
生
の
生
活
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
る
。

　
　
１
学
年
１
学
級
の
小
規

模
校
だ
け
許
さ
れ
て
い

た
全
国
募
集
が
、
令
和
８
年

度
か
ら
中
山
間
地
域
に
あ
る

地
域
唯
一
の
学
校
と
し
て
油

木
高
校
と
世
羅
高
校
も
全
国

募
集
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。　

　
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
課

題
と
対
策
は
。

　
　
町
長　
課
題
と
し
て
は

県
内
志
願
者
数
の
想
定

や
通
学
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
油
木
高
校
寮
の
収

容
人
数
な
ど
も
踏
ま
え
検
討

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
県
立

高
校
で
あ
り
、
高
校
で
検
討

さ
れ
、
広
島
県
教
育
委
員
会

と
協
議
し
決
定
さ
れ
る
。

問答

県
立
油
木
高
等
学
校
の

生
徒
受
け
入
れ
態
勢
は

問答

問答

　
　
基
金
か
ら
多
額
の
国
債

を
購
入
し
て
き
た
結
果
、

約
21
億
円
の
含
み
損
が
発
生

し
て
い
る
が
。

　
　
町
長　
国
債
の
含
み
損

は
評
価
額
で
、
満
期
ま

で
保
有
す
れ
ば
元
本
は
保
証

さ
れ
る
。
実
損
は
出
て
い
な

い
。

　
　
財
政
調
整
基
金
50
億
円

の
う
ち
、
自
由
に
使
え

る
お
金
は
い
く
ら
か
。

　
　
副
町
長　
基
金
50
億
円

の
う
ち
、
自
由
に
使
え

る
お
金
は
約
15
億
円
だ
。

　
　
基
金
運
用
の
ル
ー
ル
が

３
分
の
１
か
ら
２
分
の

１
へ
と
拡
大
し
た
経
緯
が
不

明
瞭
で
、
こ
れ
ま
で
の
監
査

報
告
に
債
券
運
用
や
含
み
損

の
詳
細
な
記
載
が
な
い
が
。

　
　
副
町
長　
監
査
報
告
に

含
み
損
を
記
載
す
る
義

務
な
い
が
、
今
後
は
説
明
を

充
実
さ
せ
る
。

　
　
近
年
、
短
期
間
に
多
額

の
国
債
の
み
を
購
入
し

た
判
断
は
甘
か
っ
た
の
で
は
。

　
　
副
町
長　
当
時
の
経
済

状
況
と
専
門
家
の
助
言

を
基
に
、
将
来
の
安
定
財
源

確
保
の
た
め
購
入
を
判
断
し

た
。
満
期
ま
で
保
有
す
る
方

針
の
た
め
、
リ
ス
ク
は
低
い
。

　
　
町
民
へ
の
説
明
を
尽
く

す
た
め
、
第
三
者
委
員

会
を
早
期
に
設
置
す
べ
き
で

は
。

　
　
町
長　
第
三
者
委
員
会

の
設
置
は
、
今
後
の
財

政
へ
の
影
響
も
含
め
て
検
討

す
る
。

　
　
縮
充
の
『
充
』
を
明
確

に
。
財
源
不
足
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
再
開
が
困
難
と

い
う
答
弁
は
、
通
所
の
安
心

安
全
軽
視
で
は
。

　
　
町
長　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
、
安
全
面
や
財
政
負

担
な
ど
課
題
が
多
く
、
現
状

で
は
困
難
で
あ
る
。
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
内

容
を
議
論
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

　
　
町
が
保
有
す
る
公
用
車

を
住
民
に
貸
し
出
す
仕

組
み
を
検
討
し
て
は
。

　
　
総
務
課
長　
ま
ず
は
、

保
有
す
る
公
用
車
の
適

正
配
置
と
削
減
に
取
り
組
む
。

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入

は
、
将
来
的
な
検
討
課
題
だ
。

問答問答

問答問答問答

『
縮
充
』
に
お
け
る

充
の
具
体
策
は

問答問答

一
　
般
　
質
　
問
質
疑
の
一
部
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す

住民も使える公用車へ
『縮充』の町づくりに向けた新たな検討を

本年度学力テストの
結果は

小
お
川
がわ
　善
よし
久
ひさ

議員

確かな学力の
定着はできた

30年国債購入で
21億円の含み損は

林
はやし
　　憲

けん
志
じ
議員

満期まで保有すれば
実損はない

一般質問
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一般質問
　
　
将
来
に
わ
た
る
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
実
現

す
る
た
め
の
行
財
政
改
革
の

具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
町
長　
関
係
団
体
に
説

明
・
調
整
を
行
い
、
令

和
８
年
予
算
に
反
映
さ
せ
る
。

　
補
助
事
業
は
、
削
減
・
廃

止
が
１
１
２
事
業
で
効
果
額

は
１
億
７
０
０
万
円
、
事
務

事
業
は
、
削
減
・
廃
止
が
76

事
業
で
効
果
額
は
７
７
８
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
関
係
団
体
と
調
整
し
、
さ

ら
な
る
削
減
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化

で
の
人
件
費
の
削
減
は
。

　
　
町
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
業
務
の
効

率
化
で
、
人
員
の
削
減
や
最

適
化
を
図
る
。

　
　
物
件
費
の
削
減
は
。

　
　
町
長　
公
共
施
設
の
在

り
方
の
見
直
し
に
合
わ

せ
、
施
設
使
用
料
の
見
直
し

と
指
定
管
理
制
度
の
再
構
築

を
図
る
。

　
　
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
繰

出
金
の
削
減
は
。

　
　
町
長　
公
営
企
業
会
計

の
赤
字
補
て
ん
は
自
治

体
の
負
担
と
な
る
た
め
、
料

金
及
び
使
用
料
の
見
直
し
を

す
る
。
ま
た
第
三
セ
ク
タ
ー

な
ど
の
出
資
外
郭
団
体
は
補

助
金
に
頼
ら
な
い
自
主
的
・

自
立
的
運
営
と
な
る
よ
う
協

議
す
る
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

「
稼
ぐ
役
所
」
が
で
き

な
い
も
の
か
。

　
　
町
長　
提
案
が
あ
っ
た

農
薬
散
布
や
植
林
の
苗

の
輸
送
に
と
ど
ま
ら
ず
、
災

害
警
戒
区
域
と
遠
隔
地
へ
の

物
資
輸
送
や
空
撮
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
取
り
組
み
が
可
能
と

考
え
て
い
る
。

　
　
リ
・
ク
リ
エ
イ
ト
べ
ー

ス
内
の
ト
イ
レ
の
夜
間

使
用
は
。

　
　
町
長　
多
く
の
マ
ナ
ー

違
反
が
あ
り
使
用
を
禁

止
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
８
月

29
日
か
ら
使
用
を
再
開
し
て

い
る
。

問答

問答問答問答問

答ト
イ
レ
の

夜
間
使
用
は

問答

　
　
線
状
降
水
帯
な
ど
の
豪

雨
災
害
や
猛
暑
な
ど
の

極
端
な
気
候
に
よ
る
社
会
生

活
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

防
災
・
減
災
対
策
・
対
応
へ

の
基
本
的
な
考
え
は
。

　
　
町
長　
役
場
内
の
災
害

対
応
能
力
を
強
化
す
る

と
と
も
に
住
民
一
人
一
人
の

防
災
意
識
を
高
め
る
必
要
が

あ
り
、
防
災
訓
練
や
啓
発
活

動
を
通
し
て
、
災
害
時
に
実

働
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
支
援
を
進
め
る
。

　
　
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
へ

の
取
り
組
み
は
。　

　
　
町
長　
本
年
度
よ
り
運

用
が
開
始
さ
れ
た
広
島

県
の
「
新
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
」
の
有
効
活
用
で
、
情
報

収
集
の
一
元
化
と
実
効
性
あ

る
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利

活
用
に
努
め
る
。

　
　
避
難
所
運
営
の
運
営
指

針
に
明
記
さ
れ
た
「
ス

フ
ィ
ア
基
準
」
へ
の
見
解
と

避
難
所
の
環
境
改
善
は
。

　
　
町
長　
国
際
的
人
道
基

準
で
あ
る
「
ス
フ
ィ
ア

基
準
」
は
、
具
体
的
か
つ
実

践
的
な
指
針
で
あ
り
、
参
考

と
す
べ
き
要
素
が
多
い
が
、

町
の
規
模
な
ど
課
題
も
あ
る
。

　
現
在
は
、
衛
生
環
境
の
確

保
、
食
料
や
飲
料
水
の
供
給

の
改
善
に
重
点
を
置
い
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
女
性
の

視
点
に
立
っ
た
生
理
用
品
の

更
新
や
簡
易
ト
イ
レ
の
衛
生

管
理
、
栄
養
に
配
慮
し
た
食

料
の
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。

　
　
農
業
に
お
け
る
猛
暑
対

策
・
対
応
へ
の
取
り
組

み
は
。

　
　
町
長　
本
年
６
月
、
認

定
農
業
者
連
絡
協
議
会

で
、
熱
中
症
対
策
な
ど
の
労

働
安
全
衛
生
に
つ
い
て
研
修

会
を
実
施
し
た
。

　
　
学
校
で
の
猛
暑
対
策
は
。

　
　
教
育
長　
熱
中
症
の
危

険
が
高
い
と
判
断
し
た

場
合
、
体
育
や
部
活
動
、
行

事
な
ど
の
活
動
中
止
や
制
限

を
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
る
。
現
在
、
児
童
生
徒
は

必
要
に
応
じ
て
水
筒
を
持
参

し
て
お
り
、
冷
水
器
の
設
置

は
今
後
、学
校
と
検
討
し
た
い
。

問答

問答問答

猛
暑
対
策

問答問答

行財政改革の内容は

横
よこ
尾
お
　正
まさ
文
ふみ

議員

補助事業と事務事業を
見直す

激甚化する
自然災害への対応は

寄
より
定
さだ
　秀
ひで
幸
ゆき

議員

実働可能な
地域コミュニティを

トイレの夜間使用は

広島県の危機管理課で議員研修
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移
住
定
住
に
向
け
て
、

道
の
駅
１
８
２
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
「
わ
ん
ぱ
く
ト
マ

ト
ガ
ー
デ
ン
」
に
固
定
看
板

を
設
置
す
る
意
向
は
あ
る
か
。

　
　
町
長　
道
の
駅
１
８
２

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
協

議
・
依
頼
し
、
掲
示
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
定
住
に
特
化
し
た
看
板
を

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
は
費

用
・
管
理
な
ど
考
慮
す
る
と
、

現
段
階
で
は
難
し
い
。

　
　
生
涯
学
習
の
一
部
の
業

務
が
教
育
委
員
会
で
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
町
長　
生
涯
学
習
は
、

各
地
区
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
と
し
て
位
置
づ

け
、
未
来
創
造
課
が
担
当
し

て
い
る
。

　
住
民
か
ら
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
学
習
ニ
ー
ズ
の

把
握
・
講
座
の
企
画
・
運
営

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
　
町
内
の
学
校
や
近
隣
の

大
学
と
連
携
し
て
町
民

に
学
習
の
場
や
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
未
来
創
造
課
長　
今
後
、

連
携
す
る
意
向
が
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
は
良

い
の
に
集
客
が
少
な
い
。

　
３
５
０
席
の
や
ま
な
み
文

化
ホ
ー
ル
を
会
場
と
す
る
な

ら
ば
、
広
域
へ
の
周
知
が
必

要
で
は
。

　
　
未
来
創
造
課
長　
や
ま

な
み
文
化
ホ
ー
ル
は
音

響
も
良
く
、
会
場
も
色
々
な

面
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で

利
用
し
て
い
る
。

　
集
客
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。

　
　
町
の
本
気
度
が
見
え
な

い
。
神
石
高
原
町
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
の

か
。

　
　
町
長　
地
域
の
祭
り
や

行
事
な
ど
を
す
べ
て
行

政
が
主
体
的
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
地

域
の
方
々
に
お
願
い
し
た
い
。

　
将
来
に
向
け
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
行
政
の
責
務
で
あ
る
。

問答

生
涯
学
習
の
業
務
は

問答問答町
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
は

問

答問答

人口減少対策など
ＰＲ不足では

藤
ふじ
井
い
　潤

じゅん
子
こ
議員

ネットなどで
情報発信している

生涯学習に取り組む「にしかわ化石館」

　
　
補
助
金
な
ど
支
援
し
て

い
る
各
事
業
に
つ
い
て

減
額
を
中
心
に
、
見
直
し
作

業
を
し
て
い
る
が
進
捗
は
。

　
　
町
長　
５
月
中
旬
を
目

途
に
各
担
当
課
に
よ
る

洗
い
出
し
作
業
を
行
い
リ
ス

ト
化
し
、
整
理
の
方
向
性
を

検
討
し
て
７
月
か
ら
役
場
内

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
た
。

　
ま
た
、
行
財
政
改
革
推
進

本
部
会
議
を
開
催
し
、
そ
の

後
、
第
４
次
神
石
高
原
町
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
素
案
を

議
員
調
整
会
議
で
説
明
し
た
。

地
域
住
民
や
各
自
治
振
興
会
、

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
４
地
区
で

開
催
し
た
。

　
　
減
額
は
適
切
で
大
き
な

不
利
益
は
生
じ
な
い
か
。

　
　
町
長　
令
和
８
年
度
か

ら
令
和
12
年
度
に
お
け

る
財
政
収
支
見
通
し
に
お
い

て
約
26
億
円
の
収
支
不
足
が

推
測
さ
れ
る
。
こ
の
額
を
目

標
値
と
し
て
、
歳
入
確
保
と

歳
出
抑
制
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
大
き
な
不
利
益
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
関
係
団

体
に
説
明
、
調
整
を
行
い
、

令
和
８
年
度
予
算
に
反
映
す

る
。

　
今
後
、
目
的
が
住
民
ニ
ー

ズ
や
社
会
情
勢
に
適
合
し
て

い
な
い
事
業
は
積
極
的
に
見

直
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
に
配
慮
し
た
う
え
で
補
助

金
支
出
の
適
正
化
に
取
り
組

み
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
実
現
す
る
。

　
　
基
金
増
額
に
向
け
た
取

り
組
み
は
？

　
　
町
長　
町
村
合
併
の
合

併
算
定
替
え
に
よ
り
、

普
通
交
付
税
な
ど
が
、
一
定

程
度
確
保
で
き
た
結
果
、
基

金
造
成
、
前
年
度
決
算
剰
余

金
な
ど
確
実
な
積
み
立
て
を

行
う
事
が
で
き
た
。

　
現
状
で
は
、
大
き
な
プ
ラ

ス
要
因
が
見
込
め
な
い
た
め
、

基
金
繰
り
入
れ
の
抑
制
を
推

進
し
、
残
高
の
維
持
に
取
り

組
む
こ
と
と
す
る
。

　
　
税
収
入
の
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
は
？　

　
　
町
長　
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
誘
致
に
よ
る
交
付

税
収
入
の
増
加
や
、
民
間
企

業
と
の
連
携
に
よ
る
町
内
観

光
施
設
の
活
性
化
な
ど
、
集

客
効
果
が
期
待
で
き
る
。

問答

問答

問答問答

町財政の見直しは

上
かみ
原
はら
　伸
しん
一
いち

議員

行財政改革プランを
推進

一般質問

三和地区　説明会
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耕
作
放
棄
地
の
地
権
者

に
対
し
て
行
政
指
導
す

る
こ
と
で
増
税
出
来
る
の
で

は
。

　
　
町
長　
農
業
委
員
会
で

調
査
し
本
年
度
の
遊
休

農
地
の
内
、
再
生
困
難
な
農

地
は
非
農
地
通
知
を
出
し
た
。

貸
し
付
け
希
望
農
地
は
勧
告

対
象
外
農
地
と
し
て
処
理
し

て
い
る
の
で
増
税
と
な
る
農

地
は
な
い
。

　
　
町
外
所
有
者
に
荒
廃
地

管
理
促
進
を
促
す
文
書

や
現
状
写
真
送
付
を
行
い
、

荒
廃
地
減
少
に
努
め
る
行
動

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
原
則
、
所
有
者

責
任
と
考
え
る
が
、
他

の
自
治
体
事
例
も
調
査
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

　
　
全
国
に
市
民
農
園
が
開

設
さ
れ
て
い
る
。
近
年

の
物
価
高
騰
に
よ
り
家
庭
菜

園
に
関
心
を
持
た
れ
る
の
は

自
然
の
流
れ
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
本
町
で
も
荒
廃
農
地
対
策

の
一
環
と
し
て
開
設
を
し
て

は
。

　
　
町
長　
こ
れ
か
ら
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
農
地
活
用
が
進
む
。
本

町
版
の
耕
作
放
棄
地
対
策
を

研
究
す
る
。

　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
指

定
さ
れ
た
為
に
避
難
所

と
し
て
の
施
設
運
営
が
出
来

な
い
。　

　
今
後
の
打
開
策
と
し
て
裏

山
の
法
面
を
基
準
値
以
下
に

切
土
し
て
、
切
土
し
た
土
は

今
後
建
設
予
定
施
設
の
埋
め

立
て
に
使
用
す
る
計
画
は
で

き
な
い
か
。

　
　
町
長　
切
土
工
事
は
指

定
避
難
所
の
立
地
条
件

を
満
た
す
有
効
な
手
段
と
考

え
る
。

　
財
源
確
保
と
残
土
の
有
効

活
用
を
一
体
的
に
検
討
す
る
。

問答

空
き
家
周
辺
な
ど

の
荒
廃
地
は

問答家
庭
菜
園
場

問答

土
砂
災
害

警
戒
区
域
指
定

問答

耕作放棄地に増税を

山
やま
本
もと
　喜
よし
久
ひさ

議員

増税該当農地はない

条例改正など

こんなことが決まったよ!!こんなことが決まったよ!!
主　な　も　の

神石高原町医療従事者育成奨学金貸付条例の一部を改正する条例
主な改正内容：�奨学金返還免除に係る町内の医療機関等への勤務期間を貸付を

受けた期間と同等期間から1.5倍に相当する期間に延長する。
　　　　　　　（ただし、この期間が3年に満たない場合は、3年とする）

指定管理者の指定
施設名：神石高原町活性化情報センター
内　容：合併による指定管理者の変更
　　　　㈱ケーブルジョイ⇒㈱ちゅピCOM
期　間：令和7年10月1日から令和9年3月31日まで（1年6ヶ月）
　　　　※現指定管理期間の残期間
管理料：年間198万円（本年は半年分）

条例制定・改正

一般質問

警戒区域に指定された避難所

神石高原町議会だより №84　2025.10.15　10



まちの声

●
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
米
不
足
・
物
価
高
な
ど
色
々
あ
り
ま

す
が
暑
い
日
は
議
会
便
り
を
読
み
な

が
ら
ク
イ
ズ
を
し
て
、
冷
た
い
お
茶

で
も
…
な
ん
て
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。�
（
神
石
地
区
）

●
町
内
の
空
き
家
が
ふ
え
て
い
ま
す

が
、
田
舎
な
ら
で
は
の
良
い
と
こ
ろ

い
っ
ぱ
い
、
自
然
豊
か
な
神
石
高
原

町
を
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

移
住
者
が
ふ
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。�

（
豊
松
地
区
）

●
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

�

（
神
石
地
区
）

●
町
外
へ
の
買
物
バ
ス
が
週
に
１
回
で

も
い
い
の
で
あ
っ
た
ら
助
か
り
ま

す
。
例
え
ば
東
城
町
と
か
。

�

（
神
石
地
区
）

●
町
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
状
況
を
広
報

し
て
ほ
し
い
。�

（
川
崎
市
）

●
住
み
良
い
町
が
続
く
こ
と
を
期
待
し

て
ま
す
。�

（
油
木
地
区
）

●
い
つ
も
楽
し
ん
で
参
加
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
住
み
良
い

町
づ
く
り
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
油
木
地
区
）

●
議
会
ク
イ
ズ
脳
ト
レ
に
な
り
ま
し
た
。

　
未
来
に
向
か
う
町
の
取
り
組
み
、
良

く
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

お
願
い
し
ま
す
。

　
神
石
高
原
町
遊
び
に
行
き
た
い
で
す
。

�

（
豊
橋
市
）

●
去
年
と
同
様
に
今
年
も
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
様

し
っ
か
り
水
分
補
給
を
し
て
、
日
中

は
出
来
る
だ
け
太
陽
を
さ
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
体
に
気

を
つ
け
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

�
（
油
木
地
区
）

ち
ま

の
声
議
会
ク
イ
ズ
の
解
答
と
共
に
寄
せ
ら
れ
た

要
望
・
意
見
・
感
想
な
ど
主
な
も
の

●応募方法
ハガキに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」議会への要望・ご意見な
ども記入してください。（メールFAX可）
正解者多数の場合は厳正な抽選により、1人の方に5000円分のこう
げん通貨券をお送りいたします。
応募は、1人・1通に限らせていただきます。
●あて先　〒720-1522 神石高原町小畠1701番地

　　　　神石高原町議会事務局「議会クイズ係宛」
● F A X　0847-85-4201
●メールアドレス　jk-gikai@town.jinsekikogen.hiroshima.jp
●締め切り　　・はがき 令和７年11月7日（金）消印有効

　　　　　　・メール 令和７年11月7日（金）17時締切
●個人情報の取り扱いについて

ご記入いただきました個人情報は、賞品発送および『まちの声』など
の目的以外には利用いたしません。

議
会
ク
イ
ズ
に
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
声
を
受
け
と

め
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
答
え

第
65
回

議
会
ク
イ
ズ
当
選
者

油
木
地
区 　
藤
井　
絹
枝 

さ
ん

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

❶�

よ
し
と
み
介
護
予
防
カ
ー
ド

❷
小
畠
交
流
会
館
の
改
修

❸�

油
木
ス
ポ
ー
ツ
広
場�

�

Ⓓ
Ⓡ
Ⓔ
Ⓐ
Ⓜ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

第66回議会クイズ
G I K A I  　Q U I Z

空欄に適切な言葉
をいれてください

❶ 令和6年度決算歳入の自主財源〇〇.〇％
❷ 指定管理者指定㈱ケーブルジョイ� �
　 →㈱〇〇〇COM
❸ 神石の〇〇〇産婦人科

訂
正
と
お
詫
び

　
83
号
Ｐ
11　
ま
ち
の
声
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　
関
係
者
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　

誤
７
８
８
世
帯
が
減
少

　
　
　
　
　

正
78
世
帯
が
減
少

�

議
会
広
報
常
任
委
員
会
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■
発
行
責
任
者　
議
長　
橋
本
輝
久

■
住
所
／
広
島
県
神
石
郡
神
石
高
原
町
小
畠
一
七
〇
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
４
７

－

８
９

－

３
３
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
８
４
７

－

８
５

－

４
２
０
１

　
鎌
倉
で
産
婦
人
科
の
医
院
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
日
下　
剛

医
院
長
（
表
紙
右
）
は
、
令
和
７

年
９
月
２
日
に
「
神
石
の
た
ま
ご

産
婦
人
科
」
を
、
広
島
市
か
ら
助

産
師
と
し
て
移
住
し
て
こ
ら
れ
た

迫
田
典
子
医
院
長
（
表
紙
左
）
は

10
月
１
日
に
「
神
石
の
た
ま
ご
助

産
院
」
を
開
院
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
下
医
院
長
は
鎌
倉
で
活
躍
さ

れ
て
い
た
時
か
ら
母
子
に
優
し
い

お
産
と
し
て
、
自
然
分
娩
の
大
切

さ
を
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
自
然
分
娩
に
よ
る
出
産
は
オ
キ

シ
ト
シ
ン
（
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
）
が

多
く
分
泌
さ
れ
る
こ
と
で
、
出
産

が
素
晴
ら
し
い
体
験
と
な
り
「
ま

た
出
産
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

に
さ
せ
た
り
、
家
族
の
絆
を
強
く

す
る
と
い
う
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
へ
の
愛
情
や
、

色
々
な
困
難
に
も
挑
戦
で
き
る
精

神
を
持
っ
た
子
ど
も
に
育
ち
や
す

い
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
助
産
院
で
の
出
産
は
ベ
ッ
ド
で

な
く
転
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

畳
敷
き
の
和
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
で
は
鍼
灸
や

ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
利
用

し
た
ケ
ア
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
減
少
し
て
い
る
産
婦
人
科

と
い
う
こ
と
で
、
町
内
の
み
な
ら

ず
近
隣
か
ら
も
通
わ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています

■発行：神石高原町議会
■編集：議会広報常任委員会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
　
小
川
　
善
久

副
委
員
長
　
　
柏
床
　
由
夫

委
　
　
員
　
　
林
　
　
憲
志

委
　
　
員
　
　
藤
井
　
潤
子

委
　
　
員
　
　
上
原
　
伸
一

母
子
に
優
し
い
お
産
を

「
神
石
の
た
ま
ご
」
産
婦
人
科
・
助
産
院

　
暑
く
厳
し
い
夏
が
や
っ
と
過

ぎ
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
頃

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
各
地
区
や
学
校
で
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
観
光
施
設
な
ど
の
企
画

も
盛
り
沢
山
で
す
。

　
異
常
気
象
、
物
価
高
騰
で
生
活

の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
経
験
や
価
値
感
の

維
持
が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り

が
町
の
原
動
力
で
す
。
神
石
高
原

町
に
は
こ
れ
が
あ
る
！
神
石
高
原

町
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
！

と
い
う
「
宝
物
探
し
」
を
し
ま
せ

ん
か
。�

(

潤)

道の駅１８２ステーション北にある神石のたまご 自然分娩の素晴らしさを語る、
日下医院長

入院施設　兼　分娩室
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